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②新しい小田原スタイルを目指して　④〈連載〉市民力／ようこそ ！ ウィンターパーティーへ／⑤さあ、手を取
り合って、エコ実践！！／⑥あなたにできる市民活動／⑧開発許可制度Q&A／⑩おだわら情報／⑫設立50周年 松永記念館と耳庵・松永安
左ヱ門／二宮町と相互援助協定を締結／⑬キラリ若人！／元気なあいさつが私たちの活力です／⑭箱根駅伝が駆け抜ける！ ／⑯〈連
載〉ウォーキングタウン小田原「諏訪の原・西部丘陵ウォーキングコース」 （○数字はページ番号です）
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過去、現在、そして未来へ…

広報広　報

NO.998
月２回：１日・１５日発行

���日号

まちづくり情報誌 City Of ODAWARA Public Relations

②～⑮特集 尊徳の力 平成の世にも鮮やかに！　先人の教えと市民力でつくる、未来の「新しい小田原」／
実践の人 報徳仕法の足跡をたどる／報徳仕法を語る／受け継がれる報徳仕法／みんな、知ってる？ 二宮尊徳／報徳仕法を自らの手で
⑯市議会9月定例会／平成21年度9月補正予算などの概要／⑰市の健全化判断・資金不足比率／⑱設立50周年 松永記念館と耳庵・
松永安左ヱ門／星﨑記念館が開館50周年を迎えます／⑲おだわらの歴史に触れる／第74回市民劇場／⑳質の高い看護を提供するた
めに／　〈連載〉学校自慢 千代小学校／市民と市長のまちかどトーク／　ウメ子 思い出のアルバム／　〈連載〉ウォーキングタウン小田
原「栢山・尊徳記念館周辺」

平成の世にも鮮やかに ！

尊
徳
の
力　

〈特 集〉

○24○22○21
（○数字はページ番号です）
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�市立図書館　☎２４-１０５５

星﨑記念館の建設風景や星﨑定五郎氏の胸像製
作風景、図書館主催事業に参加する子どもたちの
ようすなどをとらえた写真を紹介します。
日 場

❶１１月１３日�～２３�９：００～１９：００（土・日曜日、
祝日は１７：００まで）　かもめ図書館

❷１１月２６日�～１２月２７日�９：００～１７：００（金曜
日は１９：００まで）　市立図書館

【目次】
お知らせ ②～⑥

募集 ⑦～⑨

相談/税金・補助 ⑩～⑪

イベント ⑫～⑬

こども ⑭

スポーツ ⑮

健康 ⑯

セピア色の写真展～写真で見る星﨑記念館５０年の歩み～

�農政課　☎３３-１４９４

農業まつり
小田原の秋、大収穫！

小田原の農産物に
触れ合おう！
●親子たまねぎ農業体験

「たまねぎ」の定植から収
穫までを体験します。収穫
した「たまねぎ」は、２０玉
お持ち帰りできます。
日１１月２８日�９：００～
※予備日１１月２９日�ほか。
内定植（１１月）、草むしり
（３～４月）、収穫（５月）
場下中地区
定１０組・先着順
申農政課へ電話で。

●たまねぎオーナーの募集
定５００区画・先着順
場下中地区
費１区画（２００玉程度）
　４,０００円
申１１月２６日�までに、
　ＪＡかながわ西湘下中支
店（☎４３-０３１２）へ電
話で。
※申込者は、１１月２８日�
９：００から定植を行います
（予備日：１１月２９日�
ほか）。

日１１月２１日�・２２日�９：3０～１６：００
場城址公園二の丸広場
内●即売・展示コーナー

農林畜産物の即売、ふるさとの味コーナー、もちつき・
ポン菓子実演無料配布、乳牛の展示と牛乳無料配
布など

●イベント
バターづくり・乳牛引き体験、十郎梅干しの種飛ば
し大会、竹馬コンテスト、みかんの数当てクイズ、農
産物セリ市（22日15:00～）、おさるぽりん（エアトラ
ンポリン）など
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998号 999号
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徳
は
無
尽
蔵
に
あ
り

　

二
宮
尊
徳
翁
の
言
葉
に
「
徳
は
無
尽
蔵
に
あ

る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
尽
き
る
こ
と
の
な
い（
無
尽

の
）「
心
」「
意
欲
」「
知
恵
」「
力
」「
希
望
」
を
与

え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

も
の
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地

域
の
可
能
性
、
人
や
自
然
環
境
が
持
っ
て
い
る

可
能
性
は
、尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。人
々

の
心
に
希
望
が
と
も
る
こ
と
だ
け
で
、
力
が
わ

き
出
て
く
る
の
で
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
生
か
し
た
地
域
経
済
の
活
性

化
の
取
り
組
み
を
「
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
進

め
ま
す
。

其
の
１

　
「
新
し
い
小
田
原
」
の
実
現
に
向
け
た
３
つ

の
指
針
（
※
）
の
う
ち
、
ま
ち
の
活
性
化
を
目

指
す
「
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」
に
つ

い
て
、
10
の
推
進
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
実
践
の
場
で
活

躍
し
て
い
る
民
間
団
体
・
企
業
な
ど
を
中
心
に

「
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
ま
す
。

〈
10
の
推
進
テ
ー
マ
〉

　
（
１
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田
原

　
（
２
）
食
の
小
田
原

　
（
３
）
文
学
の
ま
ち
づ
く
り

　
（
４
）
も
の
づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト

　
（
５
）（
仮
称
）わ
が
ま
ち
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
６
）
環
境
（
エ
コ
）
シ
テ
ィ

　
（
７
）
市
民
に
よ
る
芸
術
文
化
創
造

　
（
８
）
小
田
原
な
ら
で
は
の
住
ま
い
づ
く
り

　
（
９
）
シ
ネ
マ
と
ラ
イ
ブ
の
ま
ち

　
（
10
）O

daw
ara style

の
情
報
発
信

（
※
）
注

３
つ
の
指
針

①
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
へ

②
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
を

③
市
民
が
主
役
の
小
田
原
に

其
の
２

　

各
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
二
宮
尊
徳
翁
の
実
践
的
教
え
に
習
い
、
互

い
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
議
論
を
し
、
目
指

す
べ
き
目
標
と
達
成
に
向
け
た
企
画
案
の
ア
イ

デ
ア
出
し
を
行
い
ま
す
。

其
の
３

　

ア
イ
デ
ア
出
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
整
理
し
、
役
割
分
担

を
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
自
ら
の
役
割
で
取

新しい小田原スタイル
を目指して
～無

む

尽
じん

蔵
ぞう

プロジェクトの取り組み～

市
で
は
、
小
田
原
の
ま
ち
の
活
性
化
の
取
り
組
み
に
、
民
間
団
体
や
企
業
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
由

な
発
想
と
活
力
を
導
入
し
、
新
し
い
小
田
原
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
力
を
生
か
す
た
め
に

〈特 集〉

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
４
０
５

届けよう、小田原スタイル。
はじめよう、心を刺激するまちづくり
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り
組
み
を
実
践
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
市

の
関
係
す
る
課
が
調
整
役
と
し
て
加
わ
り
ま
す
。

其
の
４

　

個
々
に
進
行
状
況
や
取
組
内
容
な
ど
の
情
報

を
共
有
し
、
全
体
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
す

る
場
と
し
て
、「
連
絡
調
整
会
議
」を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
「
無
尽
の
英
知
を
持
っ
て
小
田
原

の
持
つ
特
徴
と
潜
在
力
を
引
き
出
す
」
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。「
小
田
原
城
」「
か
ま
ぼ
こ
」
と

い
っ
た
定
番
の
観
光
資
源
を
売
り
込
む
こ
と
に

加
え
、
安
全
な
食
、
交
通
の
利
便
性
、
質
の
高

い
文
化
、
恵
ま
れ
た
環
境
資
源
と
い
っ
た
小
田

原
の
持
つ
強
み
（
地
域
資
源
）
を
、
新
し
い
「
小

田
原
ス
タ
イ
ル
」
と
し
て
戦
略
的
に
情
報
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

　

民
間
団
体
・
企
業
な
ど
に
は
、
自
分
た
ち
の

持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
自
由
な
発
想
を
生
か

し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、
一
方
で
、

市
は
行
政
に
し
か
で
き
な
い
事
業
を
積
極
的
に

行
い
、
側
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。
民
間
団
体
・

企
業
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
を
活
用
し
、

自
ら
財
源
確
保
に
努
め
、
役
割

を
実
行
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
民
間
団
体
・
企

業
な
ど
に
利
益
が
も
た
ら
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
が
小
田
原
の
経
済

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
相
乗
効
果
を
発
揮

す
る
と
き
、１
＋
１
が
10
に
な
り
、

20
に
な
る
。
こ
れ
が
無
尽
蔵
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
真
の
目
的
で
あ

り
、「
持
続
可
能
な
市
民
自
治

の
ま
ち
」
を
作
る
協
働
の
基
盤

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
く
先
行
き

の
見
え
な
い
今
こ
そ
、
民
間
と

行
政
が
互
い
に
支
え
合
い
、
希

望
を
見
出
し
て
い
く
取
り
組
み

が
必
要
な
の
で
す
。

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
も
の

無尽蔵プロジェクトのイメージ事例

■小田急百貨店「農的ライフスタイル」の開催
　11月18日～24日まで小田急百貨店本館（新宿）
　～市内協議会と、NPO法人による連携～
市内で農体験ワークショップや荒廃農園再生に取り
組む「Be Good Cafe」と、有機農業による地域農業
に取り組む「小田原有機の里づくり協議会」が連携。
小田原の農産品の展示即売と、オシャレでスタイ
リッシュなガーデン雑貨や服飾の提案、「健康的で
さわやかな食と農」に関する企画展を新宿の小田
急百貨店で開きました。農業推進に取り組む協議
会とNPO法人がタッグを組み、都内の大企業を巻
き込んで小田原の農業の魅力をPRするという、新
しいコラボレーションが実現した事例です。

事例1

■市民による映画祭の開催
　9月26日～10月4日まで
　～行政主体から市民の手による開催へ～
市内で撮影された映画や優れた映像文化の提供を
目的に、平成16年度に市が開催した「小田原映画祭」。
その後、財政状況の悪化から継続的な予算捻

ねん

出
しゅつ

が
難しくなる中、「市民による映画祭」の開催を目指し、
市民ボランティアスタッフが中心となり「NPO法人
おだわらシネマトピア」を設立しました。今年開
催された「第3回小田原映画祭」は、行政の枠を超え、
多くの市民、企業、商店会などの参加・協力によっ
てまさしく市民映画祭として実現しました。

事例2

10
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
市
長
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ら
が
出
席
し
て
意
見
を
交
わ
し
、
情
報

を
共
有
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

こ
こ
で
の
議
論（
情
報
）を
持
ち
帰
り
、
再
び
検

討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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師
走
、
誰
も
が
慌
し
く
動
き
回
る
季
節
。

　

寒
さ
に
よ
る
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
、
火
の
始
末

に
対
す
る
警
戒
心
も
薄
れ
が
ち
に
な
り
、
火
災
な
ど
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

万
一
に
備
え
、
警
戒
警
備
体
制
を
強
化
し
、
大
型
店

舗
な
ど
の
特
別
査
察
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
を

高
め
る
た
め
の
広
報
活
動
な
ど
を
行
う
市
消
防
本
部
・

消
防
署
・
消
防
団
。
ま
ち
を
守
り
続
け
る
視
線
は
こ
の

時
期
、
い
つ
も
以
上
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
空
気
が
乾
燥
す
る
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
に

注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
火
事
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
」

　

早
川
地
区
の
安

全
を
あ
ず
か
る
鈴

木
裕ひ

ろ
し

消
防
団
第
４

分
団
長
は
、
一
人

ひ
と
り
の
防
火
意

識
の
重
要
性
を
話

し
ま
す
。
団
員
歴

10
年
、４
月
に
現
職

へ
就
任
後
も
、毎
月
２
回
の
資
機
材
点
検
や
積
載
車
に

よ
る
予
防
広
報
な
ど
精
力
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
歳
末
火
災
特
別
警
戒
は
、
26
日（
土
）か
ら
31

日（
木
）。「
例
年
ど
お
り
、『
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
カ
チ

カ
チ
巡
回
』を
29
日（
火
）に
行
い
ま
す
。
自
治
会
、
子
ど

も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
総
勢
１
２
０
〜
１
３
０
人

続
け
よ
う　

建
物
火
災
ゼ
ロ
の
ま
ち
！

を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、〝
火
の
用
心
！
心
で
用
心
！
目

で
用
心
！
〞
を
合
い
言
葉
に
、
ま
ち
を
歩
き
回
る
ん
で
す
よ
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
み
ん
な
で
お
互
い
に
協
力
し
合

い
気
持
ち
を
一
つ
に
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

説
得
力
の
あ
る
口
調
で
、
助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
大

切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
早
川
地
区
は
建
物
火
災
ゼ
ロ
を
達
成

し
て
丸
４
年
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
安
心
安
全

の
ま
ち
を
、
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

　

ま
ち
を
守
り
合
う
住

民
の
力
、
地
域
の
力
が
、

こ
こ
に
は
ぐ
く
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。

〜
住
民
の
力
、
地
域
の
力
で
、
明
る
い
新
年
を
〜

【
連
載
】

市消防団　鈴木裕さん

ようこそ！ 
ウィンターパーティーへ

　小田原海外市民交流会では、地域に住む外国籍住民
との交流や国際社会で活躍できる人材を育成する目的
で、姉妹都市チュラビスタ市との青年交流事業や、国
内での交流事業を行っています。毎年恒例の「ウィン
ターパーティー」もその一つ。
　料理や音楽、ゲームなど、楽しいイベントが目白押し！
これをきっかけに、あなたもみんなとお話しをして、
世界のことを知ってみませんか。
Y●事務局（文化交流課）　☎33-1707

日　時：12月19日G正午～午後2時
会　場：国際交流ラウンジ（栄町駐車場3階）
参加費：1,000円（高校生以下は500円）
　　　　料理を持ち寄っていただいたかたは無料
申　込：12月16日Dまでに。
主　催：小田原海外市民交流会

火
の
用
心
！　

心
で
用
心
！　

目
で
用
心
！

お待ちしています！！

申
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最
近
、
環
境
や
エ
コ
と
い
う
２
文
字
を
よ
く

見
か
け
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
は
ま
さ
に
〝
エ
コ
年
〞、
５
月
か
ら
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
が
、
11
月
か
ら
太
陽
光
発
電
の
余

剰
電
力
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
地
球
温
暖
化
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
件
数
も
年
々
増
加
し
、

関
連
産
業
の
活
性
化
に
伴
う
経
済
発
展
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
度
に
お
け
る
、
わ
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
が
基
準
（
１
９
９
０
）
年
比

で
9.0
％
増
加
し
、
京
都
議
定
書
で
定
め
た
目
標

（
６
％
削
減
）
に
遠
く
及
ば
な
い
今
、
私
た
ち

の
身
近
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
必
要
不
可

欠
な
の
で
す
。

■
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
に
は
!?

̶
家
族
団
ら
ん
☆
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
☆
を
推

奨
し
ま
す̶

　

家
族
が
別
々
の
部
屋
で
過
ご
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
照
明
や
暖
房
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
す
が
、
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
同
じ

時
を
過
ご
す
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
お
い
し
い
ご
は

ん
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
学
校

や
仕
事
、
趣
味
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
、
入
浴
時
に
間
隔
を
空

け
て
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る

省
エ
ネ
活
動
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
家
族
団
ら
ん
で
、
目
指
せ
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
！

■
地
球
と
家
計
の
強
い
味
方
！

　

市
で
は
、お
だ
わ
ら
市
民
エ
コ・

ア
ク
シ
ョ
ン
や
環
境
家
計
簿
実
践

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市民の皆さんと事業者、市が連携し合い、
温暖化防止へ取り組んでいきましょう。

Y環境政策課　☎３３-１４７２

さあ、
手を取り合って、

　

地
球
を
守
る
行
動
＝
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を

宣
言
し
、
エ
コ
ラ
イ
フ
実
践
結
果
を
環
境
家
計

簿
に
記
載
す
る
こ
と
で
家
計
の
節
約
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

お
だ
わ
ら
市
民
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
が
可
能
で
す
。

http://w
w
w
.city.odaw

ara.kanagaw
a.jp/

field/life/environ/ecoaction.htm
l

■
事
業
所
で
も
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言

　

多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
事
業
活
動
に

伴
い
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
で
は
こ
う
し

た
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
情

報
や
交
流
の
場
の
提
供
・
研
修
会
の
開
催
な
ど

の
支
援
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
地
球
温
暖
化
防

エコ実践！！
～１２月は温暖化防止月間～

止
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
業

者
の
皆
さ
ん
と
市
と
の
連
携
を
図
る
「
地
球
環

境
保
全
協
定
」
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
地
球
環
境
保
全
協
定
を
結
ん
だ
事
業
所

●
1
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
小
田
原
工
場
●
ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
1
小
田
原
工
場
●
ク
ボ
タ
松
下
電
工

外
装
1
小
田
原
工
場
●
第
一
三
共
プ
ロ
フ
ァ
ー

マ
1
小
田
原
工
場
●
日
本
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
1
●

日
本
新
薬
1
小
田
原
総
合
製
剤
工
場
●
富
士
フ

イ
ル
ム
1
神
奈
川
工
場
小
田
原
サ
イ
ト
●
三
菱

化
学
1
小
田
原
事
業
所   

（
50
音
順　

敬
称
略
）

■
市
施
設
な
ど
で
も
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減

　

市
で
は
「
環
境
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
た
低

公
害
車
の
導
入
や
施
設
の
空
調
設
備
、
照
明
器

具
の
省
エ
ネ
改
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
員
に
よ
る
電
気
・
ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
量
削

減
に
よ
っ
て
、
市
の
事
務
や
事
業
か
ら
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素
換
算
）が
平

成
20
年
度
に
は
基
準
年
度（
平
成
12
年
度
）比
で

19
・
６
％
減
少
し
ま
し
た
。

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問
販
売
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
お
心
当

た
り
の
あ
る
か
た
は
、
西
さ
が
み
連
邦
共
和

国
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
33
１
７
７
７
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市施設温室効果ガス総排出量
目標は、平成22年度までに本市の事
務及び事業における温室効果ガスの総
排出量を、12年度比で17％削減する
ことですが、18年度に達成し、現在も
さらに削減に努めています。

詳細は市のホームページで。
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/
__filemst__/7305/onsitukoukagasu.pdf
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市民活動
Y地域政策課　☎３３-１７０８

市
民
活
動
と
は
？

　
「
地
域
の
た
め
、
社
会
の
た
め
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る
」
と
い
う
の
が
、

市
民
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）の
原
点
で

す
。
本
市
で
も
、
た
く
さ
ん
の
団
体
が
、
環

境
の
保
全
や
福
祉
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
活
動
を
知
る
機
会
が
少
な
く
、
興
味
が

あ
っ
て
も
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
い

る
か
た
も
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
民
活
動
の
魅
力
は
？

　

実
際
に
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
一
番

多
い
答
え
は
「
充
実
感
」。「
誰
か
に
必
要
と

さ
れ
て
い
る
」
と
か
、「
社
会
の
役
に
た
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
生
き
が
い
や
や

り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
仲
間
づ
く
り
」
も
大
き
な
要
素
。

単
に
個
人
の
使
命
感
だ
け
で
な
く
、
同
じ
こ

と
に
関
心
を
持
つ
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
や

る
か
ら
こ
そ
、
多
少
の
苦
労
も
乗
り
越
え
て
、

長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
っ
た

と
き
が
始
め
ど
き
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
が
、

あ
な
た
の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。

始
め
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
補
償
制
度

　
（
旧　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
）

　

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
安
心
し
て
市
民
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
、
活
動
中

（
活
動
場
所
へ
の
行
き
帰
り
を
含
む
）の
事
故

に
対
す
る
補
償
制
度
で
す
。
事
前
登
録
は
必

要
な
い
の
で
、
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
際
、

地
域
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
た
だ
し
、

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
）。

○
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

　

空
い
た
時
間
で
何
か
し
た
い
、
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
い
、
な
ど
の
気
持
ち
は

あ
っ
て
も
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
か
た
の
、
活
動
を
始
め
る
機
会
と
な
る

人
材
バ
ン
ク
制
度
で
す
。
特
別
な
技
術
や
資

格
は
問
わ
ず
、
16
歳
以
上
の
か
た
な
ら
ど
な

た
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
で
き
ま
す
。

※
市
民
活
動
団
体
な
ど
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
へ

の
協
力
依
頼
も
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
ま
ご
こ
ろ
カ
ー
ド

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
カ
ー
ド
）

　

市
民
活
動
が
も
っ
と
活
発
に
な
る
に
は
、

活
動
を
す
る
人
だ
け
が
頑
張
れ
ば
い
い
の
で

な
く
、
周
り
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
応
援
も
大

切
。「
あ
り
が
と
う
」
は
次
へ
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
市
で
は
、
市
民
活
動
を
た
た
え
あ
う

社
会
を
目
指
し
て
、
市
長
が
市
民
を
代
表
し

て
感
謝
の
意
を
伝
え
る「
ま
ご
こ
ろ
カ
ー
ド
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
発
行
希
望
の
か
た
は
地
域
政
策
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
市
民
活
動
応
援
補
助
金

 

「
活
動
資
金
が
足
り
な
い
」
と
い
う
悩
み
を

抱
え
る
団
体
の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
制
度
で
す
。
コ
ー
ス
は
２
種
類
。
こ

れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
事
業
が
対
象
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス（
上
限
10
万
円
）と
、

既
に
着
手
し
て
い
て
、
も
っ
と
発
展
・
拡
充

し
た
い
と
い
う
事
業
が
対
象
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
コ
ー
ス（
対
象
事
業
費
の
１
／
２
以

内
で
30
万
円
が
上
限
）で
す
。

　

書
類
や
公
開
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

事
業
内
容
を
審
査
し
、
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
交
付
事
業
を
、
22
年
１
月
25

日
ま
で
募
集
中
で
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
公
共
施
設
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
の

手
引
き
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
で
き
る

生きがい　やりがい　仲間づくり
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市
民
活
動
の
拠
点
施
設

◆
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
や
作
業
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
、
印
刷
機
な
ど
の
機

材
提
供
と
い
っ
た
市
民
活
動
団
体
の

支
援
だ
け
で
な
く
、
市
民
活
動
に
つ

い
て
の
相
談
に
対
し
、
具
体
的
に
活

動
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
2.city.odaw

ara.
kanagaw

a.jp
/ssc/od

aw
ara/

index.jsp

場
所
：
本
町
１-

５-

12　

市
民
会
館

４
階　

☎
22
８
０
０
１　
　

開
所
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

30
分　

休
館
日
：
月
曜
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）・
年
末
年
始

◆
お
だ
わ
ら
女
性
プ
ラ
ザ

　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
茶
っ
と

　

市
や
登
録
女
性
団
体
な
ど
が
企
画

し
た
展
示
や
講
座
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
く
な
ど
、
女
性
た
ち
の
交
流
・

情
報
交
換
・
活
動
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
授
乳
室
や
お
む
つ
交
換

台
も
あ
り
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

場
所
：
栄
町
１-

14-

41　

音
羽
プ

ラ
ー
ザ
ビ
ル
２
階　

☎
22
３
７
１
９

開
所
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

年
中
無
休
（
年
末
年
始
を
除
く
）

★平成20年度スタートアップコース★
エコパートナーズおもちゃ病院
おもちゃドクター　柴辻宣彦さん

　豊かな時代だからこ
そ、子どもたちの『も
の』を大切にする心を
育てたいですね。
　柴辻さんは福祉セン
ター、マロニエ、いず
みで、おもちゃ病院を
開設するおもちゃドク

ター。年間200件のおもちゃの治療（修理）を行います。
　ときには、壊れた部品を探しに、秋葉原の電気街
まで行くこともありますが、おもちゃ病院では修理
代はもちろん、材料費もいただきません。
　「いや～ぁ、感動をもらっていますからね」大切な
おもちゃが直ったときの子どもたちの笑顔が柴辻さ
んの情熱を支えています。
　市民活動応
援補助金に申し
込むきっかけと
なったのは、ハ
イテクおもちゃ
の修理が増えて、
無線電波の波形
を解析する機械
が必要となった
ことです。
　困っていたときに補助金制度を知り、スタート
アップコースに申し込んだところ、機械の購入費全

額の補助を受けることが
できました。
　ゲーム機やラジコン
自動車などの修理もでき
るようになり、ますます
ドクターの活躍の場は広
がっています。

★平成21年度ステップアップコース★ 
楽しい絵本を広める会「子どもの本箱」
代表　飛田菜穂子さん（写真左）

　絵本を通じて子どもた
ちを幸せにしたい。その
ためには、大人がしっ
かりと良質な絵本を見
極める力が必要です。
　市内各所で読み聞か
せや絵本の展示活動を
展開する「子どもの本
箱」の皆さんは、市民
活動応援補助金を活用
し『絵本のくらべ読み
セミナー』を精力的に開催しています。絵本のくらべ読みと
は、専門家のアドバイスを基に、2、3冊の絵本を比較しながら、
その本の良いところ、悪いところを発見していく勉強のことです。
　絵本は幼い子にとっては文学です。子どもたちの豊かな感
性や好奇心にこたえられるような文章も絵も質の高いもので、
登場人物がはっきりとしていて、自分が主人公になりきれる絵
本がよいなど、選書のポイントを教えていただきました。
　昨年度、スタートアップコースの補助を受けて始まったセ

ミナーですが、２年目
の今年度は、ステップ
アップコースの補助
を受けるまでにパワー
アップ。参加者も、子
育て中のお母さんや読
み聞かせサークルの方
など約70人にのぼっ
たそうです。「くらべ
読みセミナーをもっと
もっと小田原で定着さ
せたいです。主役は子
どもたちですが、絵本
を選ぶのは親の責任で
すからね」

わたしと市民活動

「子どもの本箱」を子育ての悩みの相談や情報交換
ができるようなアットホームな空間にしたいです
と話す、（左から）飛田菜穂子さん、石井紘子さん、
田口黄施子さん

おもちゃ病院に持ち込まれたおもちゃを診察
する柴辻さん。「修理することで長く使い続け
てくれればうれしいです」と話します。

これまでに、市民活動応援補助金の交付を受けた団体からお話を聞きました。

電波の波形を調査する「デジタ
ル・オシロスコープ」。92,000
円の助成を受けて購入しました。

「子どもの本箱」の入口
（下）と、内部。厳選さ
れた多くの絵本や児童
書が並んでいます。
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Ｑ
市
街
化
区
域
っ
て
？

Ａ
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域

や
計
画
的
に
市
街
化
を
進
め
る
区
域
で
す
。

一
定
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
計
画
的
な
公
共
施
設

の
整
備
に
よ
り
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
が
図

ら
れ
ま
す
。

Ｑ
市
街
化
調
整
区
域
っ
て
？

Ａ
市
街
化
を
お
さ
え
る
区
域
で
す
。
農
地

や
自
然
を
守
る
た
め
、
建
物
の
建
築
が

制
限
さ
れ
て
い
る
区
域
と
い
え
ま
す
。

開発許可制度をご存知ですか？ 市内の土地は都市計画法

により、市街化区域と市街化調整区域に区分されています。

開発許可制度は、それぞれの区域に応じて、道路や排水な

ど公共施設の整備を義務づけ、良好な住宅地の形成と無

秩序な市街化の防止を目的とした制度です。その中でもお

問い合わせの多い市街化調整区域の開発許可制度につい

て説明します。
 Y開発審査課　☎３３-１４４２

Ｑ
な
ぜ
建
物
が
建
て
ら
れ
る

区
域
と
建
物
が
制
限
さ
れ

     

る
区
域
が
あ
る
の
？

Ａ
建
物
が
建
ち
並
ぶ
市
街
地
に
は
、
道
路

や
排
水
な
ど
都
市
と
し
て
の
公
共
施
設

の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
を
区
分

せ
ず
無
秩
序
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
、

下
水
道
が
無
い
と
こ
ろ
で
は
生
活
排
水
で
川

が
汚
れ
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
狭
い
道
路
に

車
が
頻
繁
に
往
来
す
る
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
市
街
化
調
整
区
域
に
は

全
く
建
物
が
建
た
な
い
の
？

Ａ
全
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
な
り
限
定
的
で
す
。
例
え
ば
、
市
街

化
調
整
区
域

に
お
住
ま
い

の
か
た
向
け

の
店
舗
、
農

業
用
施
設
な

ど
の
建
築
が

限
定
的
に
認

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
優

良
田
園
住
宅

型
連
た
ん
区

域
開
発
許
可

制
度
や
既
存
宅
地
開
発
許
可
制
度
に
よ
り
住
宅

の
建
築
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
優
良
田
園
住
宅
型
連
た
ん

区
域
開
発
許
可
制
度
っ
て  

     

な
に
？

 

Ａ
道
路
や
排
水
な
ど
の
公
共
施
設
が
整
備

さ
れ
、
建
物
の
連
な
り
が
あ
る
、
一
定

の
地
域
に
お
い
て
住
宅
の
建
築
を
認
め
る
制
度

で
す
。名
前
が
示
す
と
お
り
、敷
地
面
積
は
ゆ
っ

た
り
し
た
３
０
０
㎡
以
上
、
緑
地
の
配
置
や
建

物
の
色
彩
も
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
街
化
調
整
区
域
の
豊
か
な
田
園
環
境
と
調
和

し
た
住
宅
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
既
存
宅
地
開
発
許
可

制
度
っ
て
な
に
？

Ａ
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
区

分
さ
れ
た
日（
昭
和
45
年
6
月
10
日
ま
た

は
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
り
新
た
に
市
街
化
調

整
区
域
と
な
っ
た
日
）か
ら
現
在
ま
で
宅
地
で

あ
っ
た
土
地
で
、
周
辺
に
建
物
の
連
な
り
が
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地（
既
存
宅
地
と
い

い
ま
す
）に
お
い
て
建
築
を
認
め
る
制
度
で
す
。

　

既
存
宅
地
の
要
件
を
確
認
す
る
こ
と
で
、住

宅
な
ど
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の

制
度
に
つ
い
て
は
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
既

存
宅
地
の
確
認
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
理
由
か
ら
平
成
22
年
11
月
29
日
で
終
了
し

ま
す
。

どこにでも建物が
建てられるの？
～開発許可制度【既存宅地開発許可制度の終了など】を
　　　　　　　　　Q&Aでわかりやすく解説～
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文　加藤憲一

　今、小田原が直面している問題は様々にありますが、そ
の中でも大きなものは、地域の活力の減退です。世界的
な経済情勢の悪化による影響が勿論ありますが、これだけ
多くの地域資源に恵まれながら停滞の傾向に歯止めがか
からないのは、他の地域から見れば羨ましいくらいにふん
だんにある地域の徳（可能性）を、そもそも活かしきってい
ないということに根本の原因があります。温暖で穏やかな
気候、交通至便の立地、余りに豊かな地域資源などに恵
まれて来たがゆえに、真剣になって掘り起こしが行われて来なかった、小田原の徳。
この無限の可能性の実現に、私たちが正面から全力で取り組むべき時が、いよ
いよやって来ています。
　二宮尊徳先生の道歌に、「天地（あめつち）の　恵み積み置く　無尽蔵　鍬
で掘り出せ　鎌で刈り取れ」とあります。江戸末期、天災や飢饉による困窮、そ
こから生まれた人心の荒廃などの状況に直面する全国600余りの農村を立て直
した報徳仕法は、「ひとつひとつ種をまき、心を込めて丹精を続けてゆけば、大
地が宿している徳（生命力・生産力）を無限に引き出すことが出来る」という、
紛れもない道理・事実に立脚しています。そして、それを可能にするかどうかは、
それを行う人の至誠と勤労にかかっている、したがってまずは、人々の心の中に
希望を灯しヤル気を起こすこと（心田開発）を、地域再生の第一の作業としてい

ました。更に、「荒
地は荒地の力
で」つまり、その
地域が本来持っ
ている資源を活
かしきってやり遂
げてこそ、真の
建て直しになるの
だと説かれ、実
践されました。
　これから始まる
「無尽蔵プロジェ

クト」では、小田原がふんだんに持つ地域の徳を開く切り口として、当面10のテー
マを設定します。食、文学、ものづくり、自然環境、芸術文化、住まい、ウォー
キング、シネマ＆ライブなど、そのジャンルを示すこれらの言葉自体は陳腐ですが、
それぞれの扉の向こうには、通り一遍の着眼ゆえにこれまで開かれることのなかっ
た、魅力と活力溢れる小田原の姿（Odawara style）が拡がっています。
　推進の主力エンジンは、市民の皆さんです。
　市民の皆さん自身が宿している無尽蔵の力（小田原への愛着、活性化への
知恵、未来への責任感、汗を惜しまない心など）こそが、地域の無尽蔵を開く
のです。そして、厳しい時代の今こそ、その最大の好機なのです。

「無尽蔵」を開く
～至誠・市政～

Ｑ
市
街
化
区
域
っ
て
？

Ａ
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域

や
計
画
的
に
市
街
化
を
進
め
る
区
域
で
す
。

一
定
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
計
画
的
な
公
共
施
設

の
整
備
に
よ
り
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
が
図

ら
れ
ま
す
。

Ｑ
市
街
化
調
整
区
域
っ
て
？

Ａ
市
街
化
を
お
さ
え
る
区
域
で
す
。
農
地

や
自
然
を
守
る
た
め
、
建
物
の
建
築
が

制
限
さ
れ
て
い
る
区
域
と
い
え
ま
す
。

○
既
存
宅
地
開
発
許
可
制
度
の
終
了
に
伴
い
、

市
街
化
調
整
区
域
に
既
存
宅
地
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
こ
れ
か
ら
そ
の
土
地
に
お
い
て
住
宅
の

建
築
や
敷
地
の
分
割
な
ど
土
地
利
用
を
計
画
さ

れ
て
い
る
方
は
、
平
成
22
年
11
月
29
日
ま
で
に

開
発
許
可
な
ど
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

開
発
許
可
に
つ
い
て
は
事
前
相
談
か
ら
約
2

〜
3
か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相
談

や
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
は
、

平
成
22
年
11
月
29
日
以
降
も
建
て
替
え
が
で
き

ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

小田原
市内って、

11月に行われた「市長の現場訪問」にて



10

おだわら情報

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

　

市
内
に
あ
る
２
５
６
自
治
会
の
う
ち
８

割
を
越
え
る
２
１
０
以
上
の
自
治
会
で
、
多

く
の
か
た
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
学
童
の
見
守
り
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
府
津
地
区
防
犯
活
動
協
議
会

会
長　

大
川　

清　

さ
ん

　

平
成
18
年
12
月
に
自
主
防
犯
組
織
で
あ

る
国
府
津
地
区
防
犯
活
動
協
議
会
（
国
府
津

地
区
自
治
会
連
合
会
が
主
体
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
約
２
０
０
人

で
す
。

　

協
議
会
で

は
毎
日
、
学

童
に
声
を
掛

け
な
が
ら
見

守
り
活
動
を

行
う
と
と
も

に
、
第
２
・

４
土
曜
日
に

は
、
青
パ
ト
（
青
色
回
転
灯
装
備
車
）
を
使

用
し
、
振
り
込
め
詐
欺
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど

に
対
す
る
自
主
防
犯
を
呼
び
掛
け
る
広
報

活
動
と
、
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
府
津
地
区
を
５
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
も
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

パ
ト
ロ
ー
ル
時
は
、
戸
締
ま
り
の
声
掛

け
を
す
る
な
ど
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
連
帯
感

を
高
め
る
こ
と
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

自
転
車
の
盗
難
に
注
意
！

　

平
成
21
年
１
〜
９
月
の
犯
罪
発
生
件
数

は
１
，
８
８
０
件
。
前
年
同
時
期
と
比
べ

て
81
件
減
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
の
内
容
は
、
発
生
件
数
の
75
％
に

当
た
る
１
，
４
１
３
件
が
窃
盗
犯
で
、
そ

の
中
で
最
も
多
い
の
が
自
転
車
の
盗
難
で

す
。
こ
の
自
転
車
の
盗
難
の
う
ち
、
60
％

が
無
施
錠
に
よ
る
も
の
で
、
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
駐
車

場
、
自
宅
の
敷

地
内
で
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

「
自
宅
だ
か
ら
」

「
す
ぐ
に
戻
る
か

ら
」
と
油
断
せ
ず
、

必
ず
か
ぎ
を
か

け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
か
ぎ
を
二
重

ロ
ッ
ク
に
す
る
と
、

よ
り
効
果
的
で
す
。

合
併
検
討
会
情
報　

 

〜
平
成
21
年
度
第
２
回
委
員
会
を
開
催
〜

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
３
９

　

県
西
地
域
の
２
市

８
町
の
首
長
に
よ

る
県
西
地
域
合
併

検
討
会
平
成
21
年

度
第
2
回
委
員
会

（
以
下
、「
委
員
会
」）

が
10
月
21
日
に
小

田
原
市
役
所
で
行

わ
れ
、下
部
組
織
で

あ
る
任
意
合
併
協
議
会
研
究
会
（
以
下
、

「
研
究
会
」）か
ら「
県
西
地
域
に
お
け
る
合

併
検
討
の
在
り
方
」や「
合
併
に
よ
る
財
政

的
効
果
」
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、

任
意
合
併
協
議
会
の
組
織
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
か
ら
の
報
告

　

研
究
会
か
ら
は
、
県
西
地
域
に
お
け
る

合
併
検
討
と
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
実
現
す
る
た

め
」、
ま
た
「
活
力
に
あ
ふ
れ
た
地
域
の

未
来
を
展
望
す
る
た
め
」
の
も
の
で
あ
り
、

統
計
的
手
法
に
よ
れ
ば
、
歳
出
総
額
で
約

１
５
０
億
円
、
人
件
費
で
約
42
億
円
の
規

模
縮
減
が
合
併
の
財
政
的
効
果
と
し
て
見

込
ま
れ
る
と
の
試
算
結
果
と
と
も
に
、
そ

の
財
政
的
効
果
は
、
個
々
の
市
町
で
は
取

り
組
み
が
困
難
な
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
新

た
な
事
業
の
展
開
や
県
西
地
域
に
暮
ら
す

人
々
に
優
し
い
、
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
、
と
い
っ
た

合
併
し
た
場
合
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
は
、「
具
体
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
各
市
町

が
合
併
の
方
向
性
を
最
終
的
に
判
断
す
る

た
め
に
は
、
合
併
方
式
や
新
市
の
名
称
な

ど
も
含
め
た
住
民
の
関
心
の
高
い
部
分
に

踏
み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
」
と
の
意
見
が

出
た
ほ
か
、「
現
時
点
で
は
任
意
合
併
協
議

会
が
立
ち
上
が
っ
て
も
参
加
は
難
し
い
」

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

合
併
の
方
向
性
の
判
断

　

研
究
会
で
は
、
引
き
続
き
県
西
地
域
に
お

け
る
任
意
合
併
協
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

調
査
検
討
を
進
め
、
第
3
回
委
員
会（
22
年

２
月
に
開
催
）で
最
終
報
告
を
す
る
予
定
で
す
。

委
員
会
で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
、
任
意
合

併
協
議
会
の
立
ち
上
げ
の
可
否
を
含
め
た
県

西
地
域
の
合
併
の
方
向
性
を
同
3
月
末
ま
で

に
示
す
予
定
で
す
。

※
委
員
会
の
概
要
や
配
布
資
料
は
、
県
西
地

域
合
併
検
討
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.city.odaw

ara.
kanagaw

a.jp/gappei/

罪名 件数 多発地区
自転車盗 479 扇町・南鴨宮・国府津
万引き 141 栄町・前川
オートバイ盗 119 扇町・蓮正寺
車上ねらい 119 栢山・小八幡・東町
空き巣 80 栢山・久野
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パ
ト
ロ
ー
ル
時
は
、
戸
締
ま
り
の
声
掛

け
を
す
る
な
ど
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
連
帯
感

を
高
め
る
こ
と
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

自
転
車
の
盗
難
に
注
意
！

　

平
成
21
年
１
〜
９
月
の
犯
罪
発
生
件
数

は
１
，
８
８
０
件
。
前
年
同
時
期
と
比
べ

て
81
件
減
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
の
内
容
は
、
発
生
件
数
の
75
％
に

当
た
る
１
，
４
１
３
件
が
窃
盗
犯
で
、
そ

の
中
で
最
も
多
い
の
が
自
転
車
の
盗
難
で

す
。
こ
の
自
転
車
の
盗
難
の
う
ち
、
60
％

が
無
施
錠
に
よ
る
も
の
で
、
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
駐
車

場
、
自
宅
の
敷

地
内
で
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

「
自
宅
だ
か
ら
」

「
す
ぐ
に
戻
る
か

ら
」
と
油
断
せ
ず
、

必
ず
か
ぎ
を
か

け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
か
ぎ
を
二
重

ロ
ッ
ク
に
す
る
と
、

よ
り
効
果
的
で
す
。

住
民
票
と
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
の
様
式
が
変
更

〜
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
12
月
14
日
b
か
ら
〜

Y
市
民
窓
口
課　

☎
33
１
３
８
６

　

変
更
後
の
住
民
票
の
写
し
の
様
式
は
、

世
帯
を
単
位
と
し
て
1
枚
に
5
人
ま
で
記

載
で
き
る
「
世
帯
票
」
と
、
個
人
を
単
位
と

す
る
１
人
1
枚
の
「
個
人
票
」
の
2
種
類
と

な
り
ま
す
（
い
ず
れ
も
世
帯
全
員
か
世
帯

の
一
部
で
作
成
で
き
ま
す
）。

　

12
月
14
日
以
降
は
、
原
則
と
し
て
「
世

帯
票
」
を
交
付
し
ま
す
。「
世
帯
票
」
は
、
プ

●住民票の写し
変更前 変更後

様式 Ａ５判　横長
（世帯票）Ａ４判　縦長
（個人票）Ａ４判　横長

用紙・公印 白紙・朱肉印 改ざん防止用紙・黒色電子公印

●外国人登録原票記載事項証明書
変更前 変更後

様式 Ａ４判　横長 Ａ４判　縦長
用紙・公印 白紙・朱肉印 改ざん防止用紙・黒色電子公印

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し
、
基
本
証
明

事
項
の
最
新
情
報
の
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
住
所
変
更
・
氏
変
更
の

履
歴
な
ど
が
必
要
な
場
合
や
、
転
出
・
死

亡
な
ど
で
消
除
さ
れ
た
方
の
記
載
が
必
要

な
場
合
は
、「
個
人
票
」を
交
付
し
ま
す
の
で
、

窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
新
シ
ス
テ
ム
は
、
12
月
11
日F

現
在

の
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
最
新

デ
ー
タ
の
み
を
移
行
し
ま
す
。

住民票の写しの見本（個人票）　

住民票の写しの見本（世帯票）　住民票の写しの見本（世帯票）　

　

そ
れ
以
前
の
デ
ー
タ
は
、
現
行
シ
ス
テ

ム
で
運
用
し
ま
す
の
で
、
請
求
さ
れ
る

方
が
必
要
と
す
る
情
報
に
よ
っ
て
は
、

白
紙
・
朱
肉
印
Ａ
5
サ
イ
ズ
の
従
来
の

様
式
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

※
手
数
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
（
１
通
３
０

０
円
）。

※
シ
ス
テ
ム
の
更
新

作
業
の
た
め
、
12
月

12
日G

・
13
日A

は
、

ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市

住民票の写しの見本（個人票）　

民
窓
口
、
マ
ロ
ニ
エ
住
民
窓
口
、
国

府
津
駅
前
窓
口
コ
ー
ナ
ー
は
お
休
み

し
ま
す
。

※
12
月
14
日B

は
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市
民

窓
口
と
国
府
津
駅
前
窓
口
コ
ー
ナ
ー

の
業
務
は
８
時
30
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
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　11月4日、小田原市役所において、加藤市長と坂本孝也二宮町長出席に
より、調印式が執り行われ、災害時の相互援助に関する協定が締結されました。
　きっかけになったのは、その複雑な地形です。小田原市と二宮町の行政境は、
中村川を挟んで入り組んでいて、近隣住民は、橋を渡って指定された避難所
まで行くこととなっていました。
　このような住民の不安を解消するため、市民、町民関係なく最寄りの避難
所に受け入れることができるよう協定の締結をしました。　
　これで小田原市は、隣接するすべての市町との協定が締結されることにな
りますが、避難所の相互利用のほか、応急復旧などに必要な資機材や、食糧・
飲料水などの物資の供給が円滑に行えることとなりました。

二宮町と
 Y防災対策課　☎３３-１８５６

設
立
50
周
年　

松
永
記
念
館
と
耳
庵
・
松
永
安
左
ヱ
門

郷
土
文
化
館
で
は
、
松
永
耳
庵
が
松
永
記
念
館
を
設
立
し
て
50
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、
先
月
23
日
ま
で
松
永

記
念
館
特
別
展
「
松
永
耳
庵
と
老
欅
荘
」
を
開
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
か
た
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
好
評
だ
っ
た
連
載
の
特
別
篇
と
し
て
、
今
も
小
田
原
に
生
き
続
け
る
耳
庵
を
紹
介
し
ま
す
。

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

　

耳
庵
が
晩
年
を
過
ご
し
、
終
焉え

ん

の

地
と
な
っ
た
小
田
原
に
は
、
今
も
耳

庵
と
交
流
の
あ
っ
た
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
お
茶

や
食
事
に
呼
ば
れ
た
か
た
、
褒
め
ら

れ
て
書
を
戴
い
た
か
た
…
…
交
流

の
形
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
電
力
王
」、「
電
力
の
鬼
」
と
呼

ば
れ
、杉
山
吉
良
氏
に
よ
る
写
真（
広

報
お
だ
わ
ら
９
月
１
日
号
に
掲
載
）

の
よ
う
に
、
爛ら

ん

々ら
ん

と
し
た
鋭
い
眼
光

で
相
手
を
に
ら
み
付
け
る
豪
腕
経
営

者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

交
流
の
あ
っ
た
か
た
が
た
に
よ
る

老
欅
荘
の
耳
庵
は
「
穏
や
か
な
好こ

う

々こ
う

爺や

」
と
い
う
印
象
が
多
く
あ
り
ま
す
。

政
・
財
界
人
か
ら
近
所
の
子
ど
も
ま
で
、
そ
の
地
位
や
財

産
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
耳
庵
は
人
と
人
と
の
付
き
合

い
を
大
切
に
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
生
涯

の
師
た
る
福
沢
諭
吉
の
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、

人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」
と
い
う
教
え
を
実
践
し
た
姿
で

し
た
。

　

自
然
で
自
由
な
境
地
を
目
指
し
た
耳
庵
の
数す

寄き

茶
は
、

よ
り
よ
く
生
活
す
る
た
め
の
手
立
て
で
あ
り
、
人
と
楽
し

く
交
流
す
る
た
め
の
最
良
の
手
法
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

交
流
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
に
、

生
前
の
耳
庵
と
の
思
い
出
話
を

伺
う
と
き
、多
く
の
か
た
が
「
お

じ
い
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
「
お
じ
い
さ
ん
」
と
い
う

言
葉
の
響
き
に
は
、
慎
ま
し
や

か
な
敬
意
と
愛
情
の
あ
る
親
し

み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

聞
こ
え
ま
す
。
こ
の
言
葉
に
、

耳
庵
と
市
民
と
の
心
の
通
っ
た

交
流
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

耳
庵
の
心
は
松
永
記
念
館
や

老
欅
荘
ば
か
り
で
な
く
、
今
も

小
田
原
の
ま
ち
に
息
づ
い
て
い

る
の
で
す
。
郷
土
文
化
館
で
は
、

こ
う
し
た
「
ま
ち
の
記
憶
」
を
小
田
原
の
大
切
な
財
産

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
未
来
に
向
け
て
守

り
伝
え
て
い
き
ま
す
。

※
特
別
展
図
録
は
引
き
続
き
、
郷
土
文
化
館
及
び
松
永

記
念
館
に
て
、
１
冊
８
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

耳
庵
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ぜ

ひ
郷
土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
特
別
篇
〉

破顔一笑の耳庵（昭和44年）

相互援助協定を
締結
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みなぎる可能性、描く夢、
そして、奏でる未来。
このコーナーでは、
若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

　

看
護
師
不
足
が
深
刻
な
昨
今
。わ
が
ま
ち
・
小
田
原
も
、

地
域
医
療
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
切
な
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
創
立
15
周
年
を
迎
え
た

同
校
は
看
護
学
科
に
お
い
て
豊
か
な
人
間
性
を
形
成
し
、

安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
幅
広
い
知
識
と
技

術
を
兼
ね
備
え
た
看
護
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
家
族
の
言
動
が
、こ
の
道
を
志
す
き
っ
か
け
で
す
」

と
声
を
そ
ろ
え
る
初
々
し
い
一
年
生
２
人
。
日
ご
ろ

の
学
科
授
業
や
校
内
実
習
（
ベ
ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
や

清せ
い

拭し
き

、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
【
脈
・
血
圧
】
測
定
）
の
ほ
か
、

病
院
へ
足
を
運
び
、
患
者
さ
ん
を
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
環
境
で
学
び
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
市
立
病
院
で
の
実
習
が
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
教
科
書
ど
お
り
に
は
い
か
な
い

難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
を
よ
く

見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
に
適
切
な
処
置

を
す
る
看
護
師
さ
ん
の
真し

ん

摯し

な
対
応
は
、
見

習
う
こ
と
ば
か
り
。
一
人
ひ
と
り
の
体
（
身

体
的
な
病
気
や
け
が
な
ど
）の
サ
ポ
ー
ト
と
と

も
に
、
精
神
的
な
部
分
な
ど
〝
心
の
支
え
〞
に

も
な
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

（
内
澤
優ゆ

う

美み

さ
ん
：
中
曽
根
在
住
）

　
「
私
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
〝
い
つ
も
楽
し

く
笑
顔
で
〞。
患
者
さ
ん
へ
の
処
置
を
安
全
に

終
え
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
が
、
そ
の
過
程

で
の
や
り
取
り
（
言
葉
使
い
や
接
し
方
）
に
最

深
の
気
配
り
を
払
う
こ
と
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
と
強

く
認
識
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
を
正
確
に
観
察
で
き
る
よ
う
な
看
護
師
に
な
り
た

い
で
す
。
栄
養
士
の
資
格
も
持
っ
て
い
る
の
で
、
生

か
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」（
佐
野
光ひ

か
るさ
ん
：
久

野
在
住
）。

　

澄
ん
だ
ひ
と
み
と
ま
ぶ
し
い
笑
顔
が
印
象
的
な
未

来
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
た
ち
。
確
固
た
る
信
念
を
語

る
姿
は
、「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」
実
現
へ

の
可
能
性
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

病院実習に向けて技術練習をする1年生

成
田
地
区
学
童
を
守
る
会

（
豊
川
地
区
）

会
長　

大
村
慎
哉
さ
ん

　

豊
川
小
学
校
の
児
童
の
安
全
を
地
域

で
守
る
た
め
、
地
域
住
民
に
見
守
り
活

動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
80

人
以
上
の
か
た
が
た
が
集
ま
り
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

登
下
校
時
に
は
、
毎
日
30
数
名
の
会
員

が
自
主
的
に
通
学
路
で
交
通
安
全
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
小
学
校
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
も
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で
「
お
は

よ
う
」
と
声

を
掛
け
合
う

こ
と
で
、
地

域
と
子
ど
も

が
顔
見
知
り

に
な
り
、
地

域
の
防
犯
力

の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

矢
作
を
歩
こ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
下
府
中
地
区
）

代
表　

村
山
行
雄
さ
ん

　

毎
日
、
矢
作
小
学
校
と
鴨
宮
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
を
守
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守
り
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守

る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
夜

間
の
地
域
内

パ
ト
ロ
ー
ル

も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

活
動
か
ら

4
年
ほ
ど
が

経
過
し
、
隊

員
数
も
50
人

近
く
に
な
り
、

地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
子
ど
も
た
ち
と
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
し
た
り
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と

お
礼
の
言
葉
が
書
か
れ
た
色
紙
を
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
が
、
活
動
の
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

小田原高等看護専門学校

看護学科1年

内澤優美さん　佐野光さん（左から）

一人ひとりの患者さんの
心の支えにもなりたい

元
気
な
あ
い
さ
つ
が
私
た
ち
の
活
力
で
す

　
「
無
事
故
で
年
末
、
笑
顔
で
新
年
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
飲
酒
運
転
の
追
放
や
歩
行
者
と

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
を
重
点
と
し
た
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
12
月
11
日

F

〜
20
日A

に
県
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
多
く
の
地
域
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
毎
日
、
児
童
・
生
徒
の
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６



14

年
で
86
回
目
と
な
る
歴
史
あ
る
大
学
対

抗
の
駅
伝
大
会
。
１
月
２
日
に
、
東
京

都
大
手
町
の
読
売
新
聞
本
社
前
か
ら
、

箱
根
町
・
芦
ノ
湖
地
点
へ
向
か
い
、
翌

３
日
に
、
箱
根
か
ら
大
手
町
を
目
指
す

往
復
コ
ー
ス
で
す
。

　

箱
根
駅
伝
を
走
る
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、

沿
道
を
埋
め
尽
く
す
拍
手
と
声
援
。
地

域
の
か
た
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
、
皆
で
選
手
た
ち
を
応
援
す
る
す
が

す
が
し
い
笑
顔
。
愛
す
べ
き
小
田
原
の

元
気
な
正
月
の
姿
に
注
目
し
ま
し
た
。

押切

平塚中継所からの４区ラン
ナーが小田原へ。押切から
国府津にかけてのアップダ
ウンが選手を苦しめます。

　「地元生まれの桜花漬入甘酒で、沿道を
温めます！」　橘商工会では、3日の復路
の沿道で、甘酒をふるまいます。正月らし
く、桜花漬を加えたオリジナルの甘酒は大
好評で、あっという間に配り終えます。地
元製造の米糀

こうじ

で作る甘酒に地場産品の桜
花漬を浮かべ、この地を通る箱根駅伝でふるまうという、地域資
源を生かした橘ならではの催しです。準備は大変ですが、通り過

ぎる選手の背中を見送り、やっと
自分にとっての正月が来る気が
します。多くの人にこの場で会
い、甘酒で温まりながら、皆で選
手を待つのはとてもよいものです。

（写真）前回の大会からは、商工会オリ
ジナルののぼり旗も掲げ、より元気に
応援します。

地元の力で盛り上げます
橘商工会 会長　小野澤 藤

とう

一
いち

さん

2009年10月31日Gより全国ロードショー
○2009「風が強く吹いている」製作委員会　
www.kaze-movie.com

小田原人にとっての箱根駅伝…冬が近づくと、「もうすぐ駅伝だね」という声が聞こえてきます。
箱根駅伝は、今も昔も、私たちを勇気づけ、楽しませてくれます。

箱根駅伝が駆け抜ける！
   　　～小田原の元気な正月～

　もちつき・甘酒・ポップコーンの
無料サービスのほか、各大学ののぼ
り旗を立てます。小

こ

八
や

幡
わた

祭
まつり

囃
ばや

子
し

保
存会の太鼓演奏も加わり、沿道を盛
り上げます。
　大学関係者から「自宅の前に旗を立てさせて欲しい」と依
頼されたのをきっかけに、それならば他の大学ののぼり旗
もと、各大学と連絡を取り、今では、全出場校ののぼり旗が
そろいました。応援の準備をしたり、大会後にレースの写
真や映像を各大学に送るなど、「こやわた会」の活動は、大
会当日だけにとどまりません。
　箱根駅伝の応援をきっかけに、地域のかたとつながるこ
とができました。若い世代のかたへ、応援のたすきをつな
いでいきたいですね。興味のあるかたは、当日ぜひいらし
てください。一緒に、熱い正月を過ごしましょう。

全出場校ののぼり旗が壮観
箱根駅伝を応援する「こやわた会」

事務局長　高
たか

田
た

 始
もと

幸
ゆき

さん

前川

相模湾が広がり、晴れた日
には、遠くに伊豆半島も望
めます。

 Y広報広聴室　☎３３-１261

●小八幡…1月2・3日 ●押切…1月3日

1月2日往路
小田原を走るランナー

２
０
０
９
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

２
０
１
０
年
正
月
ま
で
あ
と
少
し
。

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、

小
田
原
の
美
し
い
冬
の
風
景
の
中
で

私
た
ち
は
、
年
越
し
や
年
始
の
行
事
、

祝
い
の
ご
馳ち

走そ
う

に
、
正
月
の
幸
せ
を
か

み
し
め
ま
す
。

そ
し
て
、
小
田
原
の
正
月
を
語
る
の
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、
箱
根
駅
伝
で
す
。

●
●
●

箱
根
駅
伝
は
、
正
式
名
称
を
、
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

と
い
い
、
１
９
２
０
年
に
始
ま
り
、
来

二宮町



広報小田原 2009年１2月1日号15

酒匂の松並木

風格ある松並木は、大磯
の松並木とともに、歴史
ある東海道を感じさせます。

酒匂橋

川からの冷たい風が選手に
立ち向かいますが、海・山・
川が、大きく見え、冬の自
然を存分に味わうことがで
きます。

山王橋～浜町

いよいよ小田原市街地へ。
徐々に箱根の山が近づき
ます。

小田原市民会館前

多くのかたが応援するポ
イントです。大観衆の中、
選手はラストスパート！

小田原中継所（本町）

2006年の第82回大会より往
路の小田原中継所が、2.5ｋｍ
東京よりに移動。ここから山
登りのスペシャリストたちが、
箱根の山に挑みます。

　本町交差点からの小伊勢屋前の通りは、本当にに
ぎやか。それは昔も同じで、かつてのようすが小暮
次郎さんの画文集にも紹介されています（下記参照）。
40回大会ごろまで小田原中継所は、ちょうど小伊勢
屋の前辺りで、走り終え倒れこんだ選手を広間に運び、ボランティアの看護
婦が介抱したこともありました。選手が宿泊した際には、レース直前の食
事を控える選手のために朝３時過ぎに食事を出したり、リクエストされたも
のを用意したり。過度の取材から選手を守ることにも気を配りました。か
つての選手が何十年も経って、懐かしむように訪ねてきたり、付き合いが続
いていくことも嬉しいことです。
　生まれてから正月と言えば駅伝。小田原に住む多くの人が感じているので
はないでしょうか。単なるスポーツ観戦ではなく、沿道の大歓声の中、その
雰囲気の中にいることが、小田原の正月のスタイルなのだと強く感じています。

「私の箱根駅伝」
小伊勢屋　尾崎 紀昭さん

●小暮次郎画文集「小田原 古きよき頃」より抜粋
（大正時代の小田原のお正月̶̶小伊勢屋前通り̶̶）　
『～（前略）～小伊勢屋前は、大正九年に始まった恒例の大学の
箱根駅伝の中継地点として、正月の松のうち二、三日ごろは
大変賑わったところであった。～（中略）～選手の傍にはサイ

ドカーの伴走車が付き、大学生
はトラックに乗りこみ、その応
援振りは当世風で如何にも蛮カ
ラなものであった。因みに優勝
総合タイムは、当時は15時間５
分16秒もかかったという。』

い
つ
も
は
車
で
あ
っ
と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ
、
毎
日
の
よ

う
に
歩
き
、
当
た
り
前
と
な
っ
た
風
景
も
、
沿
道
で
応

援
し
た
り
、
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
て
見
る
と
、
一
味
違
う
は
ず
。

箱
根
駅
伝
の
大
フ
ァ
ン
と
い
う
か
た
も
、
今
ま
で
じ
っ
く
り
見

た
こ
と
が
な
い
か
た
も
、
ぜ
ひ
来
年
は
、
正
月
の
小
田
原
の
風

物
詩
を
存
分
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小田原でロケ！　

映画「風が強く吹いている」
三浦しをんさんの同名小説を映画化。箱根駅伝がリアル
に表現され、感動と興奮を味わえる作品です。
〈監督：大森寿美男　出演：小出恵介ほか〉 2009年10月31日Gより全国ロードショー

○2009「風が強く吹いている」製作委員会　
www.kaze-movie.com
c

往路は富士山に向かって走り、復路は富士山を
背にして走る箱根駅伝。市内のところどころで
絶景の富士が選手たちを鼓舞します。

●本町

※今年第85回大会の優勝総合タイムは、
11時間19分14秒でした。

～西さがみ連邦共和国フィルムコミッション事業～

小八幡

箱
根
町
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連載⑧

Y観光課　☎３３-１52１

小田原、箱根板橋、風祭、飯田岡の４つの駅を起点・終点としたコースで、市街地を見
下ろし相模湾を望む丘陵を歩きます。松永記念館、白秋童謡の散歩道、辻村植物公園、
わんぱくらんど、いこいの森、フラワーガーデン、諏訪の原公園など、お好みの文化施設
やレジャースポットを取り入れながら、あなただけのコースにアレンジしてください。

「諏訪の原・西部丘陵ウォーキングコース」

●小田原フラワーガーデン

●小田原こどもの森公園わんぱくらんど

ウォーキングタウンおだわら散策マップ
観光課、小田原駅観光案内所のほか、小田原アリーナ、各支所・
連絡所などの公共施設で配布しています。
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/
kanko/Leisure/walking/walkingcourse.html
掲載しているコースのうち、「曽我の里ウォーキングコース（見晴ら
しコース）」「国府津・曽我丘陵ウォーキングコース」の一部区間は、
農道工事に伴い迂

う

回をお願いしていますのでご注意ください。

①頼朝挙兵の地・石橋山古戦場の山路を歩く　
日時　１２月１０日E　集合：午前１０時（ＪＲ根府川駅前）
②小田原七福神めぐり　
日時　１月１３日D　集合：午前９時３０分（小田急足柄駅前）

一緒に歩きませんか
Y小田原ガイド協会　☎22-8800

■まちの話題や暮らしのお知らせ、行政の企画・施策的な情報の発信源として昭和２５年４
月２０日に第１号を創刊。鈴木十郎市長（当時）の『市報発刊のことば』、野島功 市議
会議長（当時）の『市報発刊に寄す』をはじめ、ツベルクリン反応・ＢＣＧ予防接種『治療よ
り予防へ』、が消防情報『小事が大事』、身体障害者福祉法施行に関する記事などが１面
を飾りました。また、『昭和２３年度の歳入歳出決算・同２５年度の歳入歳出予算の概要』、

『水道給水装置新設工事に係る月割納付制度』、ナトコ（ＧＨＱから、日本民主化のために全国に向けて貸与された映画用機材）による映画会の
案内、『児童福祉法と市民衛生』と題した市民の集いのお知らせなどが掲載されました。■小田原の歴史を見つめ続けて、まもなく６０年。２３７号
で初のカラー紙面に、「１５日号」は４３３号から開始、６７３号でタブロイド版からＡ４版へと変わり、７５５号で「おだわらいふ」が初登場しました。過去
から現在、そして未来の「新しい小田原」へ。これからも、市民の皆さんとともに、歩み続けていきます。

小田原駅東口a白秋散歩道・わんぱくらんど・フラワーガーデンなどa飯田岡駅【約１３㎞／約３時
間15分】　　
箱根板橋駅a松永記念館・いこいの森・諏訪の原公園などa飯田岡駅【１１.３㎞／約３時間】　
風祭駅a荻窪用水・辻村植物公園・フラワーガーデンなどa飯田岡駅【約１１㎞／約３時間】　　
このほかにもコースは、風祭駅a箱根板橋駅、風祭駅a小田原駅などとのアレンジができます。

フラワーガーデンは、一年中
花が楽しめる公園です。大温室
「トロピカルドーム」（有料）には、
珍しい熱帯の花や果実があり
ます。また、「渓流の梅林」では、
２月に約２００種の「梅」が咲き
乱れます。ほかにも「バラ」、「花
しょうぶ」など、四季折々の花
が楽しめます。
開園時間　９：００～１６：００
（４～９月は１６：３０まで）

子どもたちが、みどりの中で遊
びに熱中できる感動と発見の
公園です。起伏に富んだ地形
を生かした豊かな自然環境の
中に、巨大な遊具やＳＬ型列車、
ヒツジやヤギと触れ合える「ふ
れあい広場」などがあります。

●辻村植物公園
明治４０年代に辻村常助氏と弟
の伊助氏により農園として創立
され、大正7年ごろに現在の場
所へ移転しました。約４.7haの
敷地で、外国原産樹の美しい景
色が広がります。２月ごろには
梅の花を楽しむことができます。

●白秋童謡の散歩道・からたちの花の小径
白秋は、小田原在住の時期、現
在の城山公園周辺をよく散策
し、多くの童謡のインスピレー
ションを得たといわれています。
このコースには、目印のタイル
が埋め込まれ、ゆかりの童謡の
案内板も設置されています。

「広報おだわら1,０００号」

表紙の言葉
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